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令和３年度定期監査の結果について（報告） 

 

 

地方自治法第１９９条第１項、第２項及び第４項の規定により、定期監査を実

施しましたので、同条第９項及び第１０項の規定により、別紙のとおり報告しま

す。 

 



 

 

 

令和３年度 

 

定期監査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１１月 

 

富士河口湖町監査委員 

 



１ 実施根拠及び準拠基準 

地方自治法第１９９条第１項、第２項及び第４項 

富士河口湖町監査基準 

２ 監査の種類 

定期審査 

３ 監査年月日 

令和３年１１月２４日、２５日、２６日 

４ 監査執行者 

富士河口湖町監査委員 倉沢 宗治 

  富士河口湖町監査委員 赤池 正文 

  富士河口湖町監査委員 梶原 義美 

５ 監査の対象 

   財務に関する事務及びその他の事務の執行状況並びに経営に係る事業の管理状況 

  【対象課等】 

議会事務局、総務課、政策企画課、地域防災課、税務課、住民課、健康増進課、 

福祉推進課、子育て支援課、環境課、農林課、観光課、都市整備課、水道課、 

学校教育課、生涯学習課、文化振興局、大石保育所、河口保育所、勝山保育所、 

足和田保育所 

６．監査の着眼点 

  予算執行、事業管理その他の事務が、正確で法令に適合し、適正かつ効率的に行

われているか。また、最小経費で最大効果を得られるよう努め、相応の効果が挙

げられているか。 

７．監査の方法及び内容 

   監査対象全課（局）に予算執行状況等必要資料の提出を依頼し、閲覧審査すると

ともに、課長及び担当職員の出席を求め、予算、事務の執行状況等について説明

を聴取し、質疑応答形式で監査を実施した。また、一部工事については現場で説

明を聴取し、保育所については、保育所へ訪問し、備品、遊具等の管理状況等に

ついて説明の聴取、確認を行った。 

８．監査の結果 

   上記のとおり監査した限りにおいて、監査対象事務が法令に適合し、正確に行わ

れ、最小の経費で最大の効果を得られるよう組織の運営合理化に努めていると認

められた。なお、軽微な指摘事項については、監査時に修正を依頼した。 
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９．監査に係る意見 

   監査に係る意見は以下のとおりである。 

 

【各課（局）関係】 

（1） 町税滞納者への対応について 

町税滞納者への対応については、適正、効果的に行われており、近年の徴収率

の増加に繋がっている。滞納金額が多額になるにつれ、滞納解消が困難となるた

め、滞納が発生した段階で早期の対応が重要であり、引き続きご対応いただきた

い。また、コロナ禍による徴税猶予の影響が今後出てくるかと思うので、猶予し

た分を無理のない範囲ではあるが、適切に納付してもらうよう徴収事務対策をし

っかりと行ってもらいたい。 

（2） 補助金交付事務について  

昨年度の指摘と同様になるが、適切に対応している団体も多く見受けられるよ

うになってきているが、厳しい財政状況を踏まえ、町から補助金を交付している

団体において、例年、当該年度における不用額を翌年度へ繰り越し、繰越金が増

加し続けている団体が、まだ見受けられる。このような場合には、状況に応じ当

該団体に補助金の返金を求めることや、補助金額の減額を行っていただきたい。 

（3） ふるさと納税について 

令和３年度も昨年度以上の納税額となる見込みとなり順調に推移しているよう

だが、自治体間の競争もより激しくなってきており、返礼品の見直しや新しい返

礼品の開拓を積極的にすすめ、さらなる寄付額の増額につながるよう、引き続き

対応していただきたい。 

（4） 水道事業会計について 

   水道使用料の徴収率について、効果的な収納対策や徴収員の努力により、多少

の増減あるものの、大変評価できる点である。今後とも受益者負担の公平を保

ち、安定した収入が確保できるよう努めていただきたい。 

 

 

【保育所関係】 

（1） 遊具及び防火等設備の点検結果について 

例年行っている遊具及び防火施設等の点検結果報告において、早急な対応が必

要なものは見当たらなかったが、修繕・対策が必要と判断されたものについて

は、可能な限り早急に対応するようにお願いしたい。また、日常の遊具及び設備

の自主点検をさらに徹底し、状況をよく注視していただきたい。 
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（2） 施設の備品等について 

各保育所の施設、備品については台帳に記録し、適切に管理していることが見

見受けられた。引き続き、適切に対応してもらいたい。しかしながら、昨年度と

同様に長期間使用し、かなり老朽化しているものが多く見受けられた。厳しい財

政状況もあり難しい状況ではあるが、使用可能なものは使用を続けながらも、子

どもの安心・安全の確保や、より良い保育環境を確保するため、担当課と現場の

保育士の間で連絡を密にとり、現状把握、必要性の判断を行い、計画的に設備、

備品を更新できるよう必要な予算を確保していただきたい。 
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